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H30年度の注目事業 �  P  2

H30年度一般会計予算の概要 �  P  4

常任委員会審査報告 �  P  8

市政をただす　一般質問 �  P11

グリムの森に「お菓子の家」が誕生！

平成30年第1回定例会� 2月22日〜3月15日

下野市　市議会 検索

下野市議会

グリム童話「ヘンゼルとグレーテル」に登場するお菓子の家をモチーフにした施設がグリムの森に誕生しました。
カフェレストランとして、食事やドリンクを提供します。中はいったいどうなっているのでしょうか？
ぜひ、足を運んで確かめてみてください。
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30

年

度

予

算

258億６千万円

の注目事業
目標ごとの着目事業　―
昨年に引き続き、第二次総合計画に掲げられた
６つの基本目標ごとに分類しました。

　２月22日に開会した平成30年第１回定例会で
は、30年度予算案９件のほか、条例制定案など計
49件の議案が提出されました。
　会期中、即日議決した案件を除き、多くの議案は各
常任委員会で詳細な審査が行われ、最終日の３月
15日、表決の結果、すべて原案どおり可決されました。
　30年度一般会計予算は258億６千万円が計上さ
れました。新規事業など市議会が特に注目した事業
を掲載します。

基本目標１ 大切な命を育み、健康で笑顔あふれるまちづくり
○小児インフルエンザ予防接種助成 �  1504万８千円

　生後６カ月から小学校６年生までの間で年２回、１回につき2,000円分を助成。

○新生児聴覚検査助成 �  243万円
　聴覚障害の早期発見・早期療育を図るため、すべての新生児を対象に聴覚検査の助成を行う。

基本目標３ 豊かな自然と人に優しい環境が共生した安全・安心なまちづくり
○コミュニティＦＭ整備事業 �  443万円

　災害など緊急時の情報発信や、地域の話題や行政からのお知ら

せなどを市民へ発信する。今年度はスタジオの実施設計など。

○環境家計簿診断 �  ７万８千円
　家庭内のＣＯ２排出量を診断して、エコライフを推進。

基本目標２ 文化を育み、心豊かな人を育て未来につなぐまちづくり
○大松山運動公園拡張整備事業 �  13億3860万１千円

　多目的に利用する陸上競技場の整備、公園緑地機能・防災機能を備えた公園整備を行う。

○石橋中学校大規模改修事業 �  ９億273万６千円
　雨漏りやトイレの悪臭、使いづらさを改善し、特殊な構造のアトリウムで生じている鳥の糞害も解

消するため、大規模改修工事を行う。そのため、仮設校舎を設置する（完成概算合計予算　約22億円）。

○南河内中学校大規模改修事業 �  ２億6019万４千円
　雨漏りやトイレの悪臭、使いづらさを改善し、安全・安心な学校生活を確保するため大規模改修工

事を行う。

○しもつけ風土記の丘資料館整備事業 �  １億2341万２千円
　重要文化財等資料の保管・展示機能を保持する施設に整備する。

風土記の丘資料館石橋中学校

ＦＭスタジオ予定地（自治医大駅東）
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30

年

度

予

算

一般会計予算総額

平成30年度
―　第二次総合計画基本

大
松
山
運
動
公
園

地方創生事業 �  総事業費5316万９千円
○しもつけ・未来・プロモーション事業 �  2263万4千円
　シティプロモーション専用サイト「プチハピしもつけ」の運営管

理、YouTube動画作成、ご当地アニメーション「サクラノチカイ」

を活用した経済循環と賑わい創出、移住促進セミナー開催など

○観光プロモーション・イベント開催事業 �  778万9千円
　市発着のモニターツアー開催、しもつけBRANDフェア開催など

○東の飛鳥プロジェクト推進事業 �  654万2千円
　本市の歴史的遺産を「東の飛鳥」として全国に発信する。

　他に、地域おこし協力隊事業、定住希望者住宅取得支援事業、婚活コミュニケーション力･スキルア

ップ講座開催、ツール・ド・とちぎ運営協力事業など

基本目標４ 地域資源を活かし、産業・地域が躍進するまちづくり
○ユニバーサル農業支援事業 �  50万円

　障がい者の農業への就労支援のため、施設の設置・改修費を補助。

○プレミアム付商品券予約販売運営費補助 �  111万４千円
　商工会が実施する事前予約のシステム導入や運用を支援。

基本目標５ 快適でうるおいのある環境で新たな人の流れをつくるまちづくり
○ＪＲ小金井駅東西自由通路修繕事業 �  １億4000万円

　市が管理する東西自由通路は架橋後約47年が経過し、経年劣化が進んでいるため、修繕工事を実施

し、利用者の安全確保と利便性の向上を図る。

○高速道路スマートＩＣ整備事業 �  1202万１千円
　スマートＩＣの設置により、農業・観光・医療等の地域資源を最大限に利用し、企業誘致や物流機

能の強化による地域経済の活性化、さらには、広域的な災害対応といった様々な整備効果を図る。

○空き家バンクシステム構築 �  27万円
　市ホームページの地図データで空き家情報を見ることができるシステムを構築する。

基本目標６ 市民が主役の市民と行政が協働するまちづくり
○地域おこし協力隊事業 �  997万３千円

　東京圏において地域おこし協力隊員２名を募集し、意欲ある適切な人材に、本市の地域資源（地域

ブランドや地場産品等）を活用した地域活性化事業に従事してもらうとともに、その定住を図る。

○人事給与システム改修、職員のコンプライアンスを確立するための第三者委員会の設置

�  340万２千円
　職員のコンプライアンス（法令遵守）の確立ならびに不祥事の再発防止を図る。

シティプロモーションサイト

『プチハピしもつけ』
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30

年

度

予

算

合
併
時
に
大
き
な
課
題
が
あ
っ

た
財
政
状
況
は
、
行
財
政
改
革
の

推
進
と
合
併
に
伴
う
有
利
な
財
政

措
置
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
県
内

14
市
中
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、

着
実
に
改
善
し
て
き
た
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
第
二
次
下
野
市
総
合
計
画

に
位
置
付
け
た
「
し
も
つ
け
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
、「
下
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ

た
施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
、
本
市
の
地
方
創
生
を
深
化
さ

せ
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、「
地
方
創

生
実
行
予
算
」
と
し
て
編
成
し
た
。

そ
の
結
果
、
予
算
規
模
は
総
額

２
５
８
億
６
千
万
円
、
平
成
29
年

度
当
初
予
算
総
額
と
比
較
し
て

９
・
３
％
の
増
と
な
り
、
新
庁
舎

建
設
費
を
計
上
し
た
平
成
27
年
度

を
除
き
、
過
去
最
大
と
な
る
積
極

型
予
算
と
な
っ
た
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
、

景
気
回
復
基
調
を
受
け
市
民
税
等

の
増
加
を
見
込
み
、
市
税
全
体
で
、

前
年
度
比
７
４
０
０
万
円
増
の
93

億
２
２
０
０
万
円
と
し
た
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
国
庫
補
助
等
の
特
定

財
源
の
確
保
や
、
財
政
的
に
有
利

な
合
併
特
例
事
業
債
、
公
共
事
業

等
債
な
ど
の
活
用
を
図
る
。

主
要
事
業
に
つ
い
て

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
大

松
山
運
動
公
園
拡
張
整
備
事
業
は

東
京
五
輪
の
前
年
度
と
な
る
平
成

31
年
５
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。

石
橋
中
学
校
及
び
南
河
内
中
学

校
の
大
規
模
改
修
事
業
等
に
よ
り

教
育
環
境
の
改
善
を
進
め
る
。
ま

た
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
や
Ｊ

Ｒ
小
金
井
駅
東
西
自
由
通
路
修
繕

事
業
の
ほ
か
、
自
治
会
等
か
ら
要

望
を
い
た
だ
い
た
生
活
道
路
の
修

繕
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
公
共
施
設
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
旧
石
橋
庁
舎
の

解
体
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
旧

国
分
寺
庁
舎
に
つ
い
て
も
平
成
31

年
度
の
解
体
に
向
け
て
実
施
設
計

を
行
う
。

子
育
て
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、

新
た
に
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
や
新
生
児
聴
覚
検
査
へ
の

助
成
を
導
入
し
、
認
定
こ
ど
も
園

を
整
備
す
る
民
間
事
業
者
へ
の
支

援
や
国
分
寺
駅
西
児
童
館
の
増
改

築
工
事
を
行
う
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実

現
の
た
め
、
ふ
れ
あ
い
館
、
ゆ
う

ゆ
う
館
、
南
河
内
公
民
館
の
老
朽

化
に
伴
う
施
設
修
繕
等
を
行
い
、

市
民
活
動
の
環
境
を
整
備
す
る
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

地
方
創
生
事
業
と
し
て
９
事
業
、

計
５
３
１
６
万
９
千
円
を
計
上
し

た
。
引
き
続
き
、
下
野
市
発
着
の

着
地
型
観
光
ツ
ア
ー
や
、
文
化
財

を
活
用
し
た
誘
客
を
進
め
る
東
の

飛
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
東
京
圏
か
ら

の
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
、
新

た
に
保
留
地
等
購
入
支
援
を
創
設

す
る
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

～
市
長
施
政
方
針
か
ら
～

平成30年度一般会計
総額　258億６千万円

歳
入その他

13億8360万円
5.3%

自主財源
123億5658万1千円

47.8%

市税
93億2200万円
36.1%

繰入金
14億7740万7千円

5.7%その他
15億5717万4千円

6.0%

依存財源
135億341万9千円

52.2%

国・県支出金
50億6381万9千円

19.6%

地方交付税
30億5000万円
11.8%

市債
40億600万円
15.5%

歳
出

※性質別内訳

その他
6億6486万8千円

2.5%

義務的経費
106億1851万4千円

41.1%

人件費
36億1034万9千円

14.0%

扶助費
44億287万4千円

17.0%

公債費
26億529万1千円

10.1%

投資的経費
58億3973万3千円

22.6%

普通建設事業費等
58億3973万3千円

22.6%

その他の経費
94億175万3千円

36.3%

物件費
36億5672万5千円

14.1%

補助費等
28億3648万2千円

11.0%

繰出金
22億4367万8千円

8.7%

■平成30年度各会計予算 （単位：千円、％）

会　　　　　　　計　　　　　　　名 予　算　額
前年度との比較

増　減 比率

一般会計 258億6000万0 21億9000万0 9.3

特別会計

国民健康保険 53億6669万7 △13億1296万0 △19.7

後期高齢者医療 6億5183万7 7534万8 13.1

介護保険 41億8442万4 △2025万2 △0.5

公共下水道事業 18億8609万3 8682万5 4.8

農業集落排水事業 4億1443万5 △142万2 △0.3

石橋駅周辺土地区画整理事業 928万0 110万0 13.4

仁良川地区土地区画整理事業 4億4024万1 △2億3567万7 △34.9

企業会計 水道事業 16億1560万9 4986万4 3.2
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補

正

・

質

疑

人
事

総
括
質
疑

防
災
士
資
格
取
得
補
助
金

問
30
年
度
予
算
の
防
災
士

資
格
取
得
補
助
金
は
７

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
取
得
費

用
は
約
６
万
１
千
円
で
あ
る
が
、

こ
の
予
算
で
自
主
防
災
組
織
の

活
性
化
、
防
災
意
識
の
向
上
の

目
的
は
達
成
で
き
る
の
か
。

答
自
主
防
災
組
織
や
自
治

会
か
ら
の
推
薦
を
必
要

と
す
る
た
め
、
推
薦
状
況
に
よ

り
、
助
成
費
用
を
増
額
す
る
。

ま
た
、
今
後
は
上
三
川
町
、
壬

生
町
と
本
市
の
１
市
２
町
で
防

災
士
研
修
講
座
が
開
催
で
き
る

か
を
検
討
す
る
。

大
松
山
運
動
公
園
拡
張
整
備
事
業

問
30
年
度
事
業
費
13
億
３

８
６
０
万
円
に
つ
い
て
、

国
補
助
金
の
ほ
か
合
併
特
例
債

と
公
共
事
業
等
債
の
２
種
類
の

市
債
を
借
り
る
理
由
及
び
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
膨
大
な
事
業
費
と
な
る

の
で
、
財
政
上
最
も
有

利
な
財
源
の
確
保
を
図
っ
た
。

　

第
１
に
、
国
庫
補
助
金
を
最

大
限
に
見
込
ん
だ
。

　

第
２
に
、
元
利
償
還
金
の

22
％
の
交
付
税
措
置
の
あ
る
公

共
事
業
等
債
を
満
額
借
り
入
れ

る
。

　

第
３
に
、
補
助
対
象
外
と
な

る
事
業
の
う
ち
、
起
債
対
象
と

な
る
事
業
費
に
つ
い
て
は
合
併

特
例
債
を
借
り
入
れ
る
。
そ
の

結
果
、
一
般
財
源
を
事
業
費
の

１
割
程
度
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と

が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
支
援
事
業

問
支
援
事
業
と
し
て
施
設

改
修
等
に
対
し
て
事
業

費
の
２
分
の
１
、
限
度
額
25
万

円
を
補
助
す
る
。
就
労
希
望
の

障
が
い
者
と
雇
用
希
望
の
農
業

者
を
つ
な
ぐ
役
割
や
継
続
就
労

の
た
め
の
助
言
・
相
談
は
ど
こ

が
担
う
の
か
。

答
作
業
を
依
頼
し
た
い
農

家
と
就
労
先
を
探
す
福

祉
施
設
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
農

政
課
で
行
う
。
具
体
的
な
作
業

内
容
や
就
労
時
間
等
に
つ
い
て

は
農
家
と
施
設
間
で
十
分
な
情

報
交
換
を
行
い
、
調
整
し
た
結

果
を
農
政
課
に
報
告
し
て
い
た

だ
く
。

　

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
農

政
課
と
社
会
福
祉
課
が
連
携
し

て
相
談
窓
口
と
な
り
、
情
報
を

共
有
す
る
。

訴
え
の
提
起

問
今
回
の
職
員
の
公
金
詐

取
事
件
に
係
る
訴
え
の

提
起
は
、
勝
訴
判
決
を
求
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い

か
。答

被
害
額
の
回
収
を
第
一

と
し
て
、
訴
訟
の
過
程

で
被
害
額
を
確
か
め
た
う
え
で
、

弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら
和
解

も
含
め
進
め
て
い
く
。

第
１
回
定
例
会

会

期

日

程

２
月
22
日　

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、
一

部
表
決
）

　
　

23
日　

本
会
議

（
30
年
度
予
算
案
の

説
明
）

　
　

26
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

　
　

27
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

　
　

28
日　

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、
委

員
会
付
託
、
追
加
議

案
説
明
・
表
決
）

３
月
１
・
２
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

５
・
６
日

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

７
・
８
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

15
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、
追
加
議

案
説
明
、
表
決
）

※
今
定
例
会
の
傍
聴
者
数

16
名
（
延
べ
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
左
表
の
と

お
り
教
育
長
及
び
各
種
委
員
の
任

命
・
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

議案等番号 付議事件 内　　容
同意1号 教育委員会教育長の任命 3月24日の任期満了に伴い池

いけざわ

澤勤
つとむ

氏の再任に同意。
同意2号 教育委員会委員の任命 3月24日の任期満了に伴い永

ながやま

山伸
しんいち

一氏の再任に同意。

同意3号 監査委員の選任 前任者の任期満了に伴い3月24日から大
お お く ぼ

久保武
たけし

氏の
委員選任に同意。

同意4号 公平委員会委員の選任 3月31日の任期満了に伴い中
なかじま

島一
かずしげ

成氏の再任に同意。
同意5号 固定資産評価審査委員会委員の選任 3月31日の任期満了に伴い菅

す が い

井貞
さ だ お

雄氏の再任に同意。

同意6号 固定資産評価審査委員会委員の選任 前任者の任期満了に伴い4月1日から萩
はぎわら

原仁
じん

氏の委
員選任に同意。

同意7号 固定資産評価審査委員会委員の選任 前任者の任期満了に伴い4月1日から上
う え の

野栄
えいいち

一氏の
委員選任に同意。

平
成
29
年
度
補
正
予
算

■平成29年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　　　　　　計　　　　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計(第6号、第7号） 7592万5 244億1842万2

特別会計

国民健康保険 △2億2869万8 64億5394万1

後期高齢者医療 2352万2 6億0555万7

介護保険 △2億1992万3 40億8900万6

公共下水道事業（第2号、第3号） 2億3489万5 21億0795万0

　各種事業の額の確定による補正のほか、一般会計では国の補正予算を

活用することで市道１−５号線整備事業及び南河内中学校大規模改修事

業を前倒し計上しました。
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条

例

市
民
農
園
条
例
の
一
部
改
正

　

農
地
使
用
料
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

施
設
な
ど
の
使
用
料
は
指
定
管
理

者
の
収
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
全
体
の
中
の
運
動
施
設
の

面
積
割
合
を
１
０
０
分
の
50
と
し

ま
す
。
利
用
者
が
支
払
う
使
用
料

は
、指
定
管
理
者
の
収
入
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
財
政
運
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
都
道
府
県
が
国
保
を
運
営

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
栃
木
県
は
市
町
へ

保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
を
全
額

交
付
し
、
市
町
は
栃
木
県
が
決
定

す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
を
納
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
保
険

税
率
及
び
賦
課
限
度
額
等
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

基
礎
課
税
額
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
及
び
介
護
納
付
金
課

税
額
の
所
得
割
計
は
、
10
・
８
％

か
ら
10
・
４
％
に
、
均
等
割
・
平

等
割
計
は
８
万
円
か
ら
７
万
９
８

０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
賦
課

限
度
額
は
85
万
円
か
ら
89
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
住

所
地
特
例
の
適
用
を
受
け
て
本
市

の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と

さ
れ
て
い
た
者
が
、
当
該
特
例
を

引
き
継
い
で
本
市
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保

険
者
と
な
る
場
合
、
引
き
続
き
本

市
が
保
険
料
を
徴
収
す
べ
き
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。

学
童
保
育
室
条
例
の
一
部
改
正

　

学
童
保
育
室
の
保
育
時
間
は
、

下
校
時
間
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、

小
学
校
の
長
期
休
業
日
に
あ
っ
て

は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
情
に
あ
る
者
の
申

請
に
よ
り
保
育
料
の
減
免
が
で
き

る
こ
と
と
し
、
３
人
以
上
の
児
童

が
同
時
に
学
童
保
育
室
を
利
用
す

る
場
合
は
、
最
年
少
児
童
及
び
次

年
少
児
童
を
除
く
児
童
に
つ
い
て

全
額
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ば
と
園

は
、
下
野
市
と
上
三
川
町
と
の
一

市
一
町
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

上
三
川
町
で
新
た
に
独
自
施
設
の

運
営
が
始
ま
っ
た
た
め
、
同
町
を

条
例
よ
り
削
除
し
ま
し
た
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

教
育
委
員
長
を
廃
止
、
教
育
委

員
報
酬
を
現
行
ど
お
り
月
額
３
万

６
千
円
と
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校

評
議
員
を
廃
止
し
学
校
運
営
協
議

会
委
員
を
新
設
、
報
酬
は
年
額
１

万
円
。
小
中
一
貫
教
育
統
括
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
新
設
、
報
酬
は

日
額
９
千
円
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
新
設
、
報
酬
は
月
額
16
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

市
長
等
の
給
与
の
減
額
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

職
員
に
よ
る
公
金
詐
取
事
件
に

対
し
、
市
経
営
責
任
者
の
管
理
監

督
責
任
と
し
て
、
平
成
30
年
３
月

１
日
よ
り
５
月
31
日
の
間
（
３
カ

月
）
、
給
与
を
減
額
し
ま
す
。

・
市
長
給
料
月
額
の
２
／
10
減

・
副
市
長
給
料
月
額
の
１
／
10
減

議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
準
じ
て
期

末
手
当
支
給
率
を
改
正
し
、
29
年

４
月
１
日
に
遡
っ
て
施
行
し
ま
す
。

《
修
正
動
議
》

　

こ
の
条
例
改
正
案
に
対
し
、
議

員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

●
修
正
案
発
議
者
：
村
尾
光
子

　
　
　
　
　
　
　
　

磯
辺
香
代

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
節
子

●
修
正
案
の
内
容

　

職
員
の
公
金
詐
取
事
件
に
関
し
、

議
会
と
し
て
の
監
視
機
能
を
存
分

に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑

み
、
自
責
の
念
と
再
発
防
止
の
決

意
を
表
明
す
る
た
め
、
施
行
を
議

員
改
選
後
の
５
月
か
ら
と
す
る
。

●
修
正
案
の
表
決
結
果

　

賛
成
少
数
否
決

市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

議
員
報
酬
等
と
同
様
に
、
期
末

手
当
支
給
率
を
改
正
し
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
及
び
国
家
公
務
員

の
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
改
正
に
準
じ
て
改
正
し

ま
し
た
。

主
な
改
正
点

◯
給
料
表
の
改
定

（
平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
）

・
４
０
０
円
を
基
本
に
引
上
げ
る
。

・
初
任
給
は
１
０
０
０
円
、
若
年

層
も
同
程
度
を
引
き
上
げ
る
。

○
勤
勉
手
当
支
給
率
の
改
正

◯
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

　

（
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
）

55
歳
を
超
え
る
職
員
の
給
料
等

の
1.5
％
減
額
措
置
及
び
現
給
保

障
は
廃
止
す
る
。

条
例

期末手当支給率施行
平成29年４月１日

支給月額
比較

改正前 改正後

市長等

議会議員

任期付職員

3.25 3.30 0.05

一般職員 4.30 4.40 0.10

再任用職員 2.25 2.30 0.05

※一般職員、再任用職員の引上

げ分は、勤勉手当に配分
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審

議

結

果

議案等

番号
付議事件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容

認定１号 平成29年度栃木県南公設地方卸売市場事務組合一般会計歳入歳出決算認定 17 ０ 認定
栃木県南公設地方卸売市場について、民営化前に係る事務組合一般会計の決

算を認定。

議案１号 平成29年度一般会計補正予算（第６号） 17 ０ 可決 事務事業確定等による減額など。

議案２号 平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 17 ０ 可決 高額医療費共同事業医療費拠出金・保険財政共同安定化事業拠出金の減額など。

議案３号 平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 17 ０ 可決 栃木県後期高齢者医療広域連合への納付金の増額など。

議案４号 平成29年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 17 ０ 可決 介護サービス費の給付実績に伴う保険給付費の減額など。

議案５号 平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 17 ０ 可決 汚水管渠布設工事の額の確定による減額など。

議案６号
平成29年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特別会計補正予算

（第３号）
17 ０ 可決 年度内完了が見込めない物件移転補償費を次年度に繰り越し。

議案７号 平成30年度一般会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して9.3％増の258億６千万円。

議案８号 平成30年度国民健康保険特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して19.7％減の53億6669万７千円。

議案９号 平成30年度後期高齢者医療特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して13.1％増の６億5183万７千円。

議案10号 平成30年度介護保険特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して0.5％減の41億8442万４千円。

議案11号 平成30年度公共下水道事業特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して4.8％増の18億8609万３千円。

議案12号 平成30年度農業集落排水事業特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して0.3％減の４億1443万５千円。

議案13号 平成30年度小山栃木都市計画事業石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して13.4％増の928万円。

議案14号 平成30年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業特別会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して34.9％減の４億4024万１千円。

議案15号 平成30年度水道事業会計予算 17 ０ 可決 29年度当初と比較して3.2％増の16億1560万９千円。

議案16号
指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定につ

いて
17 ０ 可決

指定居宅介護支援等の事業の指定について、事業者の人員配置や介護支援専

門員が行うべき事項などを定める。

議案17号 中小企業・小規模企業の振興に関する条例の制定について 17 ０ 可決
中小企業・小規模企業の振興に関し、基本理念や施策の基本となる事項を定

める。

議案18号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 17 ０ 可決
学校運営協議会委員、小中一貫教育統括コーディネーター、地域学校協働活

動推進員、地域おこし協力隊員の報酬を定める。

議案19号
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について（原案） 14 ３ 可決 特別職の職員の給与に関する法律の一部改正に伴い、期末手当支給率を６月

分で「100分の157.5」に、12月分で「100分の172.5」に改正。

議案第19号の修正案は、施行期日を平成29年４月１日から平成30年５月１日

に変更する内容であった。

同（修正案） ３ 14 否決

議案20号 市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 17 ０ 可決

議案21号
市職員の給与に関する条例及び下野市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に

関する条例の一部改正について
17 ０ 可決

人事院勧告及び一般職の職員の給与に関する法律等の一部改正に伴い、行政

職給料表を平均改定率で約0.2％引き上げ。

議案22号
市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び下野市職員の育児休業等に関す

る条例の一部改正について
17 ０ 可決

人事院勧告及び地方公務員の育児休業法等に関する法律の一部改正に伴い、

育児短時間勤務に関する事項を規定。

議案23号
下野市職員の修学部分休業に関する条例及び下野市職員の高齢者部分休業に関する

条例の一部改正について
17 ０ 可決

55歳を超える職員に対する給与の支給に関する特例措置の廃止に伴い、附則

を改正。

議案24号 国民健康保険税条例の一部改正について 17 ０ 可決 国民健康保険法等の一部改正による国保運営の広域化に伴い税率等を改正。

議案25号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 17 ０ 可決
高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、住所地特例の適用を見

直し。

議案26号 こども発達支援センター条例の一部改正について 17 ０ 可決 こばと園の運営を「上三川町との１市１町」から「下野市のみ」とする。

議案27号 学童保育室条例の一部改正について 17 ０ 可決
学童保育室を同時に３人以上利用する多子世帯に対し、３人目以降の保育料

の減免措置を行う。

議案28号 介護保険条例の一部改正について 16 １ 可決 基準保険料を現行の年額６万2,400円から年額６万6,600円に改定。

議案29号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例

の一部改正について
17 ０ 可決 厚生労働省令の改正に伴い、共生型地域密着型サービスに関する規定を追加。

議案30号

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部改正について

17 ０ 可決 改正厚生労働省令の施行に伴い、各条項に介護医療院の記載を追加。

議案31号
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
17 ０ 可決

改正厚生労働省令の施行に伴い、利用者が介護予防サービス計画の作成に際

し複数の事業者を紹介するよう求めることができる条項を追加。

議案32号 市民農園条例の一部改正について 17 ０ 可決 農園、研修室等の使用料を利用料金として指定管理者の収入とする。

議案33号 工場誘致条例の一部改正について 17 ０ 可決
用地取得後の経過年数にかかわらず事業所の新設・移設等を行った場合につ

いても奨励金の対象とする。

議案34号 都市公園条例の一部改正について 17 ０ 可決 都市公園法施行令の改正に伴い、都市公園における運動施設の面積割合を規定。

議案35号 市立小中学校教科用図書選定委員会条例の一部改正について 17 ０ 可決 教科用図書選定委員会の委員から教育長を除く。

議案36号 史跡保存整備委員会条例の一部改正について 17 ０ 可決 下野国分尼寺跡の史跡整備の実施に伴い、保存整備委員会を設置。

議案37号 工事請負契約の締結について 17 ０ 可決 仁良川地区雨水管渠整備工事（18・19路線）の請負契約締結について議決。

議案38号 市長等の給与の減額に関する条例の制定について 17 ０ 可決 職員の公金詐取事件に関し、管理監督責任として市長及び副市長の給与を減額。

議案39号 訴えの提起について 15 １ 可決 公金詐取事件に係る損害賠償請求訴訟を提起することについて議決。

議案40号 平成29年度一般会計補正予算（第７号） 17 ０ 可決 市道整備や中学校校舎大規模改修事業に係る経費を追加。

議案41号 平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 17 ０ 可決 雨水管渠布設工事費の追加。

議会に報告があったもの（表決はありません）
議案等番号 案　件　名 内　　　容
報告1号 専決処分の報告について 公用車の事故に係る損害賠償額11万1476円の決定及び和解。

報告2号 専決処分の報告について 消防自動車の事故に係る損害賠償額38万6644円の決定及び和解。

報告3号 専決処分の報告について 公用車の事故に係る損害賠償額25万6333円の決定及び和解。

報告4号 専決処分の報告について 市道での事故に係る損害賠償額3790円の決定及び和解。

報告5号 専決処分の報告について 市道での事故に係る損害賠償額11万2194円の決定及び和解。

報告6号 専決処分の報告について 市道での事故に係る損害賠償額7万1884円の決定及び和解。

報告7号 専決処分の報告について 市道での事故に係る損害賠償額5万4756円の決定及び和解。

報告8号 専決処分の報告について 公用車の事故に係る損害賠償額10万3782円の決定及び和解。

表決が分かれた議案の議員賛否状況
議
案
等
番
号

付
議
事
件

出
口
　
芳
伸

中
村
　
節
子

柳
田
柳
太
郎

大
島
　
昌
弘

髙
橋
　
芳
市

石
田
　
陽
一

小
谷
野
晴
夫

須
藤
　
　
勇

秋
山
　
幸
男

塚
原
　
良
子

若
林
　
　
稔

野
田
　
善
一

髙
山
　
利
夫

岩
永
　
博
美

磯
辺
　
香
代

松
本
　
賢
一

岡
本
　
鉄
男

村
尾
　
光
子

議案19号
市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について（原案） ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ●

同（修正案） ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ○ ● ● ○
議案28号 介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
議案39号 訴えの提起について ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

第1回定例会の審議結果
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定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務

公
債
費

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
本
市
市
債
の
保
有
者
と
利
率
の
傾
向
に
つ
い
て
伺
う
。

答
政
府
系
資
金
が
１
０
１
億
円
、
足
利
銀
行
が
54
億
円
、
栃
木
銀

行
が
16
億
円
、
足
利
小
山
信
用
金
庫
が
24
億
円
、
小
山
農
協
が

16
億
円
、
宇
都
宮
農
協
が
12
億
円
で
あ
る
。
現
在
は
低
い
利
率
で
推
移

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

総 務

旧
石
橋
駅
周
辺
公
共
用
地
利
活
用
事
業
・
旧
庁

舎
周
辺
施
設
整
備
事
業�

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
両
事
業
の
対
象
範
囲
は
異
な
る
の
か
。
整
備
に
当
た
り
合
併
特

例
債
は
活
用
す
る
の
か
。

答
石
橋
駅
周
辺
公
共
用
地
利
活
用
事
業
は
石
橋
庁
舎
跡
地
の
ほ
か
、

石
橋
病
院
跡
地
も
含
む
。
両
跡
地
の
整
備
に
関
し
基
本
計
画
の

策
定
業
務
を
行
う
。
石
橋
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て
は
、
31
年
度
の
工
事
着

手
を
目
指
し
、
合
併
特
例
債
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。
石
橋
病
院
跡

地
に
つ
い
て
は
、
都
市
再
生
整
備
事
業
の
交
付
金
を
活
用
し
、
32
年
度

以
降
の
設
計
・
工
事
を
考
え
て
い
る
。

総 務

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費（30

年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
南
河
内
窓
口
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
・
電
話
線
移
設
、
南
河
内
図
書
館
現

況
復
旧
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
、
南
河
内
図
書
館
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
際
に
は
、
市
民
課
窓
口
が
入
居
し
て
い
て
も
問
題

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
移
設
す
る
理
由
は
何
か
。

答
図
書
館
と
し
て
フ
ロ
ア
を
機
能
的
に
使
い
た
い
。
ま
た
、
現
在
、

市
民
課
窓
口
は
常
勤
職
員
１
名
と
臨
時
職
員
２
名
の
体
制
だ
が
、

防
犯
面
で
問
題
が
あ
る
。
南
河
内
公
民
館
職
員
と
一
体
型
で
事
務
を
行

え
ば
効
率
よ
く
、
市
民
の
方
も
使
い
や
す
く
な
る
の
で
、
移
設
す
る
。

総 務

国
保
運
営
協
議
会
費

（
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
）

問
国
保
運
営
が
広
域
化
さ
れ
て
も
、
本
市
の
協
議
会
は
残
し
て
い

く
の
か
。

答
広
域
化
し
県
に
運
営
協
議
会
が
発
足
し
た
が
、
保
険
税
率
及
び

保
健
事
業
は
市
が
決
定
す
る
た
め
、
協
議
会
は
残
す
。

問
県
の
運
営
協
議
会
に
は
、
本
市
か
ら
も
委
員
が
出
る
の
か
。

答
県
内
の
市
町
か
ら
何
人
か
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
委
員

は
い
な
い
。
今
後
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

経 済
建 設
農
業
振
興
費

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
地
域
ブ
ラ
ン
ド
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産
継

続
に
向
け
た
方
策
を
伺
う
。

答
30
年
度
に
生
産
者
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
設
備
や
生
産
分
業
化
等
に
関
す
る
意
見
を
集

約
し
、
今
後
の
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

解体予定の旧石橋庁舎
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経 済
建 設
道
路
維
持
費

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
街
路
樹
の
伐
採
に
つ
い
て
、
統
一
し
た
見
解
、
指
針
の
よ
う
な

も
の
を
作
成
す
べ
き
で
は
。

答
今
後
、
判
断
材
料
を
整
理
し
、
街
路
樹
伐
採
の
基
準
策
定
に
向

け
て
進
め
て
い
く
。

経 済
建 設
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
27
万
円
の
内
容
は
。

答
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
地
図
デ
ー
タ
が
あ
る
。
そ
こ
で
空
き
家

情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

経 済
建 設
古
民
家
カ
フ
ェ「
夜
明
け
前
」

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
４
月
オ
ー
プ
ン
の
「
夜
明
け
前
」
の
施
設
使
用
料
（
家
賃
に
あ

た
る
）
は
70
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
売
り
上
げ
の
何
パ
ー

セ
ン
ト
か
。

答
運
営
事
業
者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
今
年
度
は
６
％
と
し
た
。

教 育
福 祉
民
生
費
国
庫
補
助
金

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
保
育
所
等
整
備
交
付
金
の
減
額
の
幅
が
大
き
い
が
、
そ
の
理
由

を
伺
う
。

答
薬
師
寺
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
た
め
の
整
備
を
予
定

し
て
い
た
が
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
遅
れ
た
た
め
、
29
年
度
に

計
上
し
て
い
た
金
額
を
30
年
度
に
予
算
計
上
し
た
。

国分寺駅西児童館

教 育
福 祉
高
齢
者
福
祉
費

（
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
定
期
巡
回
、
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
に
係
る
補
助

金
１
５
０
０
万
円
の
減
額
理
由
を
伺
う
。

答
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
所
を
整
備
す

る
た
め
予
算
化
し
た
が
、
新
規
参
入
す
る
事
業
所
が
な
く
、
県

内
で
も
普
及
し
て
い
な
い
状
況
か
ら
精
査
が
必
要
と
判
断
し
、
事
業
実

施
を
見
送
っ
た
。

教 育
福 祉
児
童
福
祉
総
務
費

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業
の
内
容
を
伺
う
。
こ
れ
に
よ
り
待
機

児
童
は
解
消
さ
れ
る
の
か
。

答
薬
師
寺
幼
稚
園
は
増
改
築
、
む
つ
み
愛
泉
こ
ど
も
園
、
愛
泉
幼

稚
園
は
増
築
を
行
う
。
低
年
齢
児
の
待
機
児
童
が
多
い
傾
向
に

あ
る
の
で
、
そ
の
枠
を
拡
大
す
る
た
め
の
整
備
で
あ
り
、
31
年
度
に
は

余
裕
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

教 育
福 祉
児
童
館
費

（
30
年
度
一
般
会
計
予
算
）

問
国
分
寺
駅
西
児
童
館
増
築
・
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
国
分
寺
小

学
校
の
児
童
を
対
象
と
し
た
学
童
保
育
の
増
加
に
伴
い
増
改
築

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
50
平
方
メ
ー
ト
ル
の
増
築
で
は
手
狭
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答
県
土
木
事
務
所
と
の
協
議
に
お
い
て
、
50
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

に
抑
え
る
よ
う
助
言
が
あ
っ
た
。
今
後
利
用
者
が
増
え
た
と
き

に
は
国
分
寺
小
学
校
の
余
裕
教
室
等
の
利
用
を
検
討
し
た
い
。

教 育
福 祉

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

（
30
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
）

問
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
及
び
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
に
つ
い
て
、
事

業
所
数
・
定
員
・
待
機
者
数
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
く
ら
い
か
。

答
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等
が
該
当
し
、
広
域
型
が
５

施
設
で
２
５
４
人
、
地
域
密
着
型

が
３
施
設
で
87
人
と
な
る
。
地
域

密
着
型
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
も
該
当
し
、
４
施
設
で
45

人
で
あ
る
。
待
機
者
数
は
30
数
名

で
あ
る
。
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現地調査を行いました
　常任委員会で議案審査に先立ち事業の現地調査を行いました。

　総務常任委員会は、下記調査先のほか、職員による公金詐取事件に関し、総務人事課に赴き、事

件の経緯や今後の対策について説明を受けました。

総務常任委員会教育福祉常任委員会 経済建設常任委員会

 自主防災組織　器具置場 

 石橋総合病院跡地 

 旧石橋庁舎 

 消防器具置場 

 庚申橋（南河内地区：江川） 

 市内生活道路 

 JR小金井駅東西自由通路 

 市道１−３号線（石橋ライスセンターそば） 

 南河内中学校 

 国分寺駅西児童館 

 国分尼寺跡 

 しもつけ風土記の丘資料館 
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一

般

質

問

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
８
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問
市
長
は
将
来
の
維
持

管
理
コ
ス
ト
低
減
を

目
指
し
、
橋
梁
長
寿
命
化
事

業
に
着
手
、
ま
た
、
24
年
度

か
ら
29
年
度
の
6
年
間
で
23

億
８
５
９
３
万
円
を
繰
上
償

還
し
、
７
１
７
６
万
円
の
利

子
の
削
減
に
努
め
ら
れ
た
。

　

大
松
山
運
動
公
園
整
備
に

よ
り
２
０
２
２
年
開
催
の
国

体
で
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
し
て

決
定
す
る
等
、
在
任
期
間
中

多
く
の
事
業
に
着
手
し
成
果

を
収
め
て
い
る
が
、
完
了
、

目
標
に
達
し
な
い
事
業
も
残

っ
て
い
る
。

　

市
民
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
、

出
馬
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
市
長　

３
期
12
年
間
、

市
民
の
視
点
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
下
野
市
の
豊

か
で
多
彩
な
地
域
資
源
を
活

用
し
、
住
み
よ
さ
県
内
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
地

域
活
性
化
に
は
、
地
域
資
源

を
最
大
限
活
用
し
、
女
性
の

活
躍
の
推
進
や
年
齢
を
問
わ

な
い
人
材
の
活
用
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
社
会
の
実
現
等
や
る

べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
が
、
地
方
創
生
を
な

し
遂
げ
る
た
め
に
は
い
ま
だ

道
半
ば
の
感
が
あ
る
。
下
野

市
に
住
み
幸
せ
を
実
感
で
き

る
施
策
を
展
開
し
、
将
来
の

姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
そ

の
思
い
の
中
で
出
馬
し
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
。

秋
山
幸
男
議
員

問
市
長
の
四
選
出
馬
に
つ
い
て

　
　

答

新
た
な
下
野
市
政
発
展
の
た
め
頑
張
り
た
い

ほ
か
に
も
・
・
・

問

職
員
の
公
金
詐
取
に
よ
る
被
害
総
額
は
。

答

総
額
３
９
９
４
万
円
と
推
計
し
て
い
る
。

四選出馬を表明した広瀬市長
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一

般

質

問

問
高
齢
者
に
と
っ
て
、

大
型
ご
み
を
指
定
さ

れ
た
日
・
時
刻
に
収
集
所
に

運
ぶ
こ
と
は
、
健
康
状
態
や

天
候
に
よ
っ
て
困
難
を
き
た

す
。
加
え
て
、
最
近
の
高
齢

者
に
よ
る
車
の
事
故
増
加
に

よ
り
、
早
期
に
免
許
返
納
を

す
る
高
齢
者
も
ふ
え
、
収
集

所
に
車
で
持
ち
込
む
こ
と
が

問
県
道
鹿
沼
下
野
線
は
、

石
橋
の
文
教
通
り
か

ら
関
根
井
地
区
ま
で
開
通
し

て
い
る
が
、
旧
国
分
寺
庁
舎

ま
で
の
全
線
開
通
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。
旧
国
分
寺
庁

舎
を
取
り
壊
す
時
期
や
国
分

寺
公
民
館
を
残
す
た
め
の
整

備
は
ど
う
す
る
か
。
地
権
者

の
同
意
は
得
た
の
か
、
完
了

で
き
な
い
世
帯
も
多
く
な
る

の
で
は
。
市
民
か
ら
は
、
有

料
で
も
良
い
の
で
玄
関
先
で

戸
別
収
集
し
て
ほ
し
い
、
と

の
要
望
が
あ
る
。
行
政
主
体

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

求
め
る
。

答
市
長　

収
集
所
ま
で

大
型
ご
み
の
運
び
出

し
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が

い
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
ゴ

ミ
出
し
に
伴
う
負
担
軽
減
を

ま
で
の
工
程
な
ど
を
伺
う
。

ま
た
、
将
来
、
小
山
市
へ
の

接
続
な
ど
の
話
し
合
い
は
進

ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

答
市
長　

県
道
鹿
沼
下

野
線
は
、
渋
滞
が
慢

性
化
し
て
い
る
国
道
４
号
線

の
補
完
的
幹
線
道
路
と
し
て

位
置
付
け
、
新
設
道
路
の
整

備
を
合
併
当
初
か
ら
県
に
要

望
し
て
き
た
。
現
在
、
残
り

２
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

図
る
支
援
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
粗
大
ご
み
収
集
に

お
け
る
無
料
収
集
は
維
持
し

つ
つ
、
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
た
廃
棄
物
行
政
の
重
要
性

に
鑑
み
、
希
望
者
に
は
有
料

で
の
玄
関
先
ま
で
伺
う
戸
別

間
を
小
金
井
工
区
と
し
て
、

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
７
月
を

目
途
に
旧
国
分
寺
庁
舎
の
取

り
壊
し
工
事
に
着
手
し
、
国

分
寺
公
民
館
も
老
朽
化
し
た

屋

根
・
外
壁
・
空
調
設
備
・
音

響
設
備
の
改
修
や
駐
車
場
の

収
集
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
収
集
料
金
や
、
受
け
取

り
体
制
な
ど
に
つ
い
て
は
小

山
市
な
ど
を
参
考
に
す
る
。

再
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

地
権
者
と
は
用
地
取
得
に

向
け
た
個
別
交
渉
を
行
っ
て

い
る
。
将
来
の
小
山
市
と
の

接
道
に
つ
い
て
は
、
小
山
市

市
道
２
１
５
号
線
に
接
続
す

る
構
想
が
あ
り
、
引
き
続
き

小
山
市
と
協
議
を
進
め
る
。

塚
原
良
子
議
員

岡
本
鉄
男
議
員

問
大
型
ご
み
運
び
出
し
困
難
世
帯
へ
の
支
援
を

　
　

答
無
料
収
集
を
維
持
し
つ
つ
有
料
で
の
戸
別
収
集
を
検
討

問
県
道
鹿
沼
下
野
線
の
全
線
開
通
の
見
通
し
は

　
　

答

第
一
工
区
・
第
二
工
区
に
区
分
し
て
施
工
す
る

ほ
か
に
も
・
・
・

問

公
金
詐
取
事
件
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答

有
識
者
で
構
成
す
る
第
三
者
委
員
会
を
設
け
、
市
役
所
全

体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立
を
図
る
。

ほ
か
に
も
・
・
・

問

市
道
１

－

９
、１

－

３
号
線
の
南
へ
の
延
伸
整
備
は
。

答

市
道
１

－

12
号
線
ま
で
の
約
２
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
県

道
栃
木
二
宮
線
約
２
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
画
。

ごみステーションに出された大型ごみ

平成 31 年度に解体予定の旧国分寺庁舎
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一

般

質

問

一般質問は市ホームページで動画を公開しています。 下野市　市議会 検索

問
下
野
新
聞
で
は
、「
未

婚
予
想
図
、
２
０
３

５
年
半
数
ソ
ロ
社
会
」
と
い

う
シ
リ
ー
ズ
記
事
が
あ
る
。

記
事
を
読
ん
で
若
い
人
た
ち

の
結
婚
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
混
乱
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
。
と
同
時
に
、
強
い
危
機

感
を
感
じ
て
い
る
。
国
で
は
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

問
２
０
１
７
年
２
月
に

「
教
育
機
会
確
保
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
た
法
律
で
、
「
不

登
校
は
ど
の
児
童
・
生
徒
に

も
起
こ
り
え
る
」
「
学
校
を

休
む
権
利
が
あ
る
」
「
学
校

以
外
で
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で

あ
る
」
な
ど
が
、
特
徴
と
な

研
究
所
に
よ
る
調
査
を
踏
ま

え
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算

に
10
億
３
千
万
円
の
結
婚
新

生
活
支
援
に
関
す
る
補
助
金

を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
29

年
度
に
も
６
億
１
千
万
円
を

予
算
化
し
て
い
る
。
結
婚
の

意
思
は
あ
る
の
に
経
済
的
な

理
由
で
結
婚
に
踏
み
出
せ
な

い
若
者
が
ふ
え
て
し
ま
え
ば
、

出
生
率
の
低
下
、
さ
ら
な
る

少
子
化
の
進
行
、
人
口
減
少

っ
て
い
る
。
下
野
市
の
不
登

校
の
状
況
を
伺
う
。
現
在
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
は
何
人

か
。答

教
育
長　

小
学
生
は

２
名
、
中
学
生
は
19

名
で
あ
る
。

問
適
応
指
導
教
室
（
ス

マ
イ
ル
教
室
）
に
は
、

何
人
が
通
っ
て
い
る
か
。

答
教
育
長　

20
名
の
中

学
生
が
在
籍
し
て
い

が
進
ん
で
し
ま
う
。
本
市
で

も
国
の
事
業
を
活
用
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
。

答
市
長　

若
い
世
代
へ

の
結
婚
か
ら
妊
娠
・

出
産
・
育
児
ま
で
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
た
め
、
こ
の

る
。
小
学
生
は
い
な
い
。
そ

の
内
、
１
名
は
ほ
ぼ
学
校
に

復
帰
し
て
い
る
。
28
年
度
は

23
名
の
在
籍
が
あ
っ
た
が
、

３
名
が
学
校
復
帰
し
た
。

問
適
応
指
導
教
室
に
も

通
え
な
い
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
は
。

答
教
育
長　

担
任
が
家

庭
訪
問
を
し
て
授
業

の
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
資
料
を

届
け
、
可
能
な
ら
話
を
す
る
。

事
業
は
、
少
子
化
対
策
の
推

進
に
資
す
る
も
の
と
し
て
大

切
で
あ
る
。
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
の
活
用

を
図
り
た
い
。

問
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ

Ｗ
）
を
市
町
独
自
で
採
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
下

野
市
に
は
い
な
い
が
、
県
に

派
遣
の
要
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
要
請
は
し
て
い
る

の
か
。

答
教
育
長　

今
の
と
こ

ろ
し
て
い
な
い
。
今

後
は
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

小
谷
野
晴
夫
議
員

中
村
節
子
議
員

問
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用
を

　
　

答

国
の
動
向
を
踏
ま
え
活
用
を
図
っ
て
い
く

問
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
を
伺
う

　
　

答

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
対
応
し
て
い
く

ほ
か
に
も
・
・
・

問

空
家
対
策
と
若
い
世
代
の
定
住
促
進
の
た
め
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
の
補
助
金
の
設
立
を
。

答

若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
推
進
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、

補
助
事
業
の
創
設
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

結婚記念証（上）と出生記念証（下）

スマイル教室

※スクールソーシャルワーカー

児童生徒を取り巻く環境に注目し、家庭訪問や関係する

機関をつないだりして、問題の解決を図る福祉の専門家。
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一

般

質

問

問
合
併
後
15
年
間
を
実

施
期
間
と
す
る
新
市

建
設
計
画
に
は
「
文
化
会
館

の
整
備
」
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
総
合
計
画
で

は
ず
っ
と
「
検
討
」
と
表
現
さ

れ
て
き
た
。
実
現
を
期
待
し

て
待
っ
て
い
る
市
民
に
対
し
、

何
を
検
討
し
て
い
る
の
か
明

確
に
さ
れ
た
い
。

問
平
成
に
入
り
、
県
道

下
野
二
宮
線
の
道
路

整
備
計
画
が
県
か
ら
提
示
さ

れ
た
。
本
年
１
月
に
地
権
者

に
対
す
る
説
明
会
が
行
わ
れ
、

県
の
考
え
方
と
し
て
道
路
整

備
の
完
了
に
10
年
程
度
か
か

る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

説
明
会
に
出
席
し
た
地
権
者

は
全
員
が
賛
成
し
て
お
り
、

答
市
長　

優
れ
た
文
化

芸
術
を
鑑
賞
す
る
こ

と
で
教
養
を
高
め
、
市
民
も

文
化
活
動
が
展
開
で
き
る
施

設
は
、
本
市
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
だ
が
、

現
在
６
万
市
民
の
集
会
機
能

を
有
す
る
公
共
施
設
が
な
い
。

し
か
し
、
１
０
０
０
席
程
度

で
約
63
億
～
94
億
円
か
か
る

建
設
費
に
は
国
庫
補
助
事
業

が
な
く
、
市
単
独
事
業
に
な

早
期
着
工
を
希
望
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
、
一
日
当
た
り

通
行
台
数
が
１
万
台
を
超
え
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
中
学
校
、

高
校
へ
の
通
学
路
と
し
て
、

ま
た
、
自
治
医
科
大
学
附
属

病
院
、
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療

セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
し
も
つ

け
、
三
王
山
公
園
、
ふ
れ
あ

い
館
へ
の
道
路
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
の
道
路
の
安
全

り
、
年
間
維
持
費
が
１
億
～

２
億
円
と
予
測
さ
れ
る
。
ま

た
、
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の

建
設
用
地
を
、
市
街
化
区
域

内
に
確
保
す
る
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
。
市
街
化
調
整
区

域
は
都
市
開
発
が
制
限
さ
れ

建
設
は
極
め
て
困
難
だ
。
課

確
保
は
急
務
で
あ
る
が
、
県

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
要
望

し
て
い
く
の
か
。

答
市
長　

市
は
、
合
併

当
初
か
ら
県
土
整
備

委
員
会
現
地
調
査
を
は
じ
め
、

題
解
決
を
目
指
し
、
駅
周
辺

の
市
街
化
区
域
拡
大
に
つ
い

て
、
国
交
省
の
同
意
を
得
る

た
め
に
、
現
在
「
都
市
再
構

築
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い

る
。
財
源
や
施
設
規
模
な
ど

も
継
続
的
に
検
討
し
て
参
り

た
い
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
早

期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

県
は
今
後
、
用
地
測
量
に
着

手
し
、
用
地
買
収
済
み
の
一

部
区
間
の
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。

磯
辺
香
代
議
員

大
島
昌
弘
議
員

問
「
文
化
芸
術
施
設
整
備
の
検
討
」内
容
は
何
か

　
　

答

都
市
計
画
上
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

問
県
道
下
野
二
宮
線
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

答

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る

ほ
か
に
も
・
・
・

問

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

答

誘
致
に
向
け
た
支
援
制
度
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。

ほ
か
に
も
・
・
・

問

駅
前
広
場
の
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
。

答

路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
検
討
を
進
め
る
。

新市建設計画（上）と第二次総合計画（下）

県道下野二宮線
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新議員18名が決まる

一

般

質

問

問
骨
髄
や
臍
帯
血
な
ど

の
造
血
細
胞
移
植
を

受
け
た
子
ど
も
達
が
、
医
師

の
診
断
の
下
に
改
め
て
予
防

接
種
を
受
け
る
際
に
は
全
額

自
費
と
な
り
、
経
済
的
負
担

が
大
き
い
。
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
。

答
市
長　

骨
髄
移
植
や

抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
に
定
期
接
種
で
獲
得
し
た

免
疫
が
な
く
な
り
、
予
防
効

果
が
期
待
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
再
接
種
に
つ
い
て
は

任
意
接
種
扱
い
と
な
り
、
全

額
自
己
負
担
と
な
る
。
そ
の

費
用
は
、
必
要
な
全
て
を
受

け
る
と
最
大
で
25
万
円
程
度

に
な
り
、
相
当
な
経
済
的
負

担
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

予
防
接
種
の
再
接
種
が
経
済

的
理
由
で
受
け
ら
れ
な
い
場

合
に
は
、
疾
病
の
重
症
化
や

地
域
の
感
染
症
蔓
延
と
い
う

事
態
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も

再
接
種
と
そ
の
費
用
助
成
金

制
度
は
必
要
と
考
え
る
。
実

施
自
治
体
は
少
な
い
が
先
進

例
を
参
考
に
、
助
成
対
象
者
、

予
防
接
種
の
種
類
、
助
成
金

額
等
を
検
討
す
る
。

健
康
福
祉
部
長　

医
師
会
等

と
の
調
整
が
整
う
で
あ
ろ
う

６
月
頃
ま
で
に
は
実
施
す
る
。

村
尾
光
子
議
員

問
子
ど
も
の
造
血
細
胞
移
植
後
の
再
予
防
接
種
に
助
成
を

　
　

答
先
進
例
を
参
考
に
、医
師
会
等
と
調
整
し
制
度
を
創
設

ほ
か
に
も
・
・
・

問

下
野
ブ
ラ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
商
品
化
を
。

答

醸
造
所
の
意
向
を
確
認
し
、
実
現
性
を
協
議
す
る
。

問

乾
式
オ
フ
ィ
ス
製
紙
機
を
導
入
さ
れ
た
い
。

答

他
市
等
で
の
稼
働
実
績
を
踏
ま
え
、
研
究
す
る
。

議 会 の 動 き
２月
２日　総務常任委員会
５日　議員全員協議会・議会運営委員会
７日　教育福祉常任委員会・
　　　全国市議会議長会基地協議会第81回総会
８日　経済建設常任委員会
15日　議会運営委員会・議員全員協議会
16日　議会だより編集委員会
22日～３月15日　第１回定例会
22日　議会運営委員会・議員全員協議会
23日　議会運営委員会・議員全員協議会

３月
13日　議会運営委員会・議員全員協議会
15日　議会だより編集委員会
16日　石橋地区消防組合議会定例会
20日　小山広域保健衛生組合議会定例会
28日　議会だより編集委員会

４月
17日　栃木県市議会議長会議
24日　議会だより編集委員会・
　　　関東市議会議長会定期総会

造血細胞移植後の予防接種の再接種を推奨している
日本造血細胞移植学会のガイドライン

　４月22日執行の下野市議会議員選挙の結果、

次の18名が市議会議員に当選しました。

■下野市議会議員選挙当選者� （敬称略、50音順）

氏　名 年齢 党　派 当選回数 職　業

相
あいざわ

澤　康
やす

男
お

65 無所属 1 農業

秋
あきやま

山　幸
ゆき

男
お

69 無所属 4 農業

石
いしかわ

川　信
のぶ

夫
お

61 幸福実現党 1 自営業

石
いし

田
だ

　陽
よういち

一 67 無所属 4 会社役員

磯
いそ

辺
べ

　香
か よ

代 63 無所属 4 無職

伊
い

藤
とう

　陽
よういち

一 52 無所属 1 自営業

大
おおしま

島　昌
まさひろ

弘 59 無所属 3 農業

岡
おかもと

本　鉄
てつ

男
お

74 無所属 4 会社役員

奥
おく

田
だ

　勉
つとむ

71 無所属 1 会社役員

貝
かい

木
き

　幸
ゆき

男
お

59 無所属 1 自営業

五
ご の へ

戸　豊
とよひろ

弘 57 日本共産党 1 政党役員

小
こ や の

谷野 晴
はる

夫
お

60 公明党 4 会社役員

坂
さかむら

村　哲
てつ

也
や

38 無所属 1 私立学校職員

髙
たかはし

橋　芳
よしいち

市 73 無所属 3 会社役員

高
たかやま

山　和
かずのり

典 52 無所属 1 会社代表

中
なかむら

村　節
せつ

子
こ

53 無所属 2 無職

松
まつもと

本　賢
けんいち

一 71 無所属 4 会社役員

村
むら

尾
お

　光
みつ

子
こ

69 無所属 4 無職

※任期は30年５月１日～ 34年４月30日
※年齢は５月１日現在
※当選回数は在任特例期間を含まない
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天平の丘公園に『10 picnic tables（テンピクニックテーブルス）』オープン！
　平成７年に当地へ移設され、多くの方に利用されてきた民俗資料館『夜明け前』。下野国分寺・国分尼寺跡等が
集積する史跡公園という雰囲気を活かした「古民家カフェ」と「多目的スペース」として生まれ変わりました。

今号の題字：石橋小学校　６年　鹿戸優那さん（平成30年３月現在）

下野市議会だより１部あたり
の印刷製本費は約12.4円です。

下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
48

平
成
30
年
5
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２　

栃
木
県
下
野
市
笹
原
26
番
地

電
話
０
２
８
５

（32）
８
９
１
４
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５

（32）
８
６
１
４

２
０
１
４
年
に
議
員
に
な
り
、
早
4
年
が
た
ち
ま

し
た
。
こ
の
4
年
間
、
議
会
だ
よ
り
に
編
集
員
と
し

て
た
ず
さ
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
後
に

原
稿
を
書
き
、
他
の
方
の
原
稿
を
何
度
も
読
み
返
し
、

大
い
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
視
察
で
行
っ
た
宮
城
県
利
府
町
の

議
会
だ
よ
り
は
大
変
印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
町
の
議
会
だ
よ
り
は
何
度
も
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
受
賞
し
て
い
ま
す
。「
議
員
自
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
原

稿
を
書
く
」
と
い
う
そ
の
姿
勢
に
私
た
ち
も
習
お
う

と
思
い
ま
し
た
。
以
来
、
議
会
事
務
局
に
な
る
べ
く

頼
ら
ず（
と
言
っ
て
も
頼
っ
て
い
ま
す
が
）、
積
極
的

に
原
稿
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。「
分
か
り
や
す
い
文

章
で
」
と
い
う
こ
と
に
も
努
め
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
、

努
力
が
実
を
結
ん
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

（
中
村
節
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

村
尾　

光
子　
　

中
村　

節
子　

出
口　

芳
伸　
　

柳
田　

柳
太
郎

髙
橋　

芳
市　
　

若
林　

稔　
　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
野
市
議
会
だ
よ
り

の
音
訳
CD
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先:

（
43
）
１
２
３
６　

次
号（
№
49
）は
8
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

平成30年 第2回定例会 6月7日(木) 議場にて開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　　でお知らせいたします。下野市　市議会 検索

天平の丘公園に古民家カフェがオープン


